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小学校における自然体験活動が円滑に実施されるように、プログラムの計画

立案から運営評価まで、活動の全体をコーディネートできる指導者を養成す

る。 

 
平成２３年 １月 ７日（金）～ １月１０日（月） 

国立大雪青少年交流の家 

青少年教育関係者 学校教育関係者 

小学校における自然体験活動の指導者として活動・協力する意志のあるもの

（１８歳以上） 

３０名（内訳：教育関係者７人、一般１２人、大学生１１人）：３０名 

川 嶋   直 氏（NPO 法人自然体験活動推進協議会 理事） 

山 本 幹 彦 氏（NPO 法人当別エコロジカルコミュニティー 理事長） 

前 田 和 司 氏（北海道教育大学岩見沢校 教授） 

国立大雪青少年交流の家職員 
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①「体験活動の指導法」 

体験学習の一つであるアドベンチャー

教育を実際に体験しながら、学習効果や、

指導時の留意点について学びました。 

②「安全管理」 

子どもたちを危険から守る方法につい

て、リスクマネジメントの知識からケガの

応急処置からまで、理解を深めました。 

 

③「学校教育における体験活動の意義」 

青少年教育の現状と課題を確認したう

えで、体験活動の必要性やその教育効果に

ついて学びました。 

 

 

④「教育課程と体験活動の関連性」 

体験活動を教育課程に組み入れる方法

について、実際に行った事例の紹介などを

通して学びを深めていきました。 

 

⑥「プログラムの企画立案」 

企画立案から評価までの流れを整理し、

さらにモデルプログラムの事例の紹介を

受け、理解を深めました。 

⑤「自然体験活動の技術」 

実際に冬の森で様々なアクティビティ

を楽しみながら、自然体験活動の基礎的な

知識や技術を養いました。 

 

① ３泊４日の研修会全体を通して自然体験活動指導者としてのスキルが向上で

きるよう、各講師が研修会全体の講習内容を把握し、それぞれの講習のつなが

りを考慮しながら一連の流れになるようプログラムを組んだ。 

② プログラムについては、子どもへの豊かな指導経験を有する社会人から、まだ

指導者としての経験が少ない学生まで、参加者の力量の幅が広くなることを想

定して、高度な内容だけではなく基礎的なことについても多く盛り込んだ。 

③ 実習の時間をできるだけ確保したり、具体的な事例や方策をより多く紹介する

ことで、指導者として実際の現場ですぐに生かしていける内容にした。 

④ 体験活動や安全管理の指導に長けた大雪職員が講師を担当したり、自然体験活

動、プログラムの企画立案、学校教育や教育課程について高度な知識・技術を

持つ外部講師を招くことで、充実した内容になるようプログラムを企画した。 

① 基礎的な内容から高度な内容まで偏り無くプログラムを組んだことで、多くの

参加者が満足できる研修会にすることができた。 

② グループで行う活動をできるだけ設定したり、参加者が情報交流する機会や場

を設けたことで、参加者同士の関係が深められ、ネットワークの構築をするこ

とができた。 

③ 自然体験活動指導者としての力量をますます高めてもらうために、今回の研修

会で学んだ知識や技術を実践で活かせる場を提供していく必要がある。 


